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ITを活用した低コスト生庫のための効率的てん慕隷塙手法の確立
丹羽勝久（株式会社ズコーシャ〉・本郷千春〈千葉大学CEReS)
土犠・生育状況の把握による、
よりilift高品質のてん菜の主主情．
＝今肥斜貨の低減化／直後的な淘収
目撮とする成果
収種時期の状況予測から録業開始日の ..工縮
推測が可能．
原料集中の回避、原料品質カ鳴 位平準イヒ．
＝令’E逃コスト剤.
議及効正
案JiEI式験済みの小麦適期収機技術に、てん菜栽糟
支媛技術が加わることで、 低コスト輸作体系の実
現が期待できる．
効率的な総指支媛システムを術祭 l
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宵’t・目的
－北海道におけるてん菜穂の生産量は約64万トンで、
園内産砂絡の3/4を占める．
－気温の低い年でも比較的安定した収畳が得られる
．鎗作体系維持のために重要な基幹作物
.，ェー・生産者からの申告で収穫日を決定している．
効率的な集荷システムが欲しい．
価格は箆外産と比厳して2.8僚も高い
「新たな砂繍 ・甘味資源作物政策大綱Jでは、
てん菜生産及びてん菜繍製造にかかる
コストの削減が求められている．
舗』民
衛星データからのアプローチ
国圃
爾査地点デ－~を用いた解析敏感
置掴
土由良と，itaデータからのアプローチ
7月の（SPAO×草丈）値と10月の損収量、7月の （SPAOX草丈）と7月術墨画像の植生指数
との聞に相関関係が成立．
→7月衛星画像から10月の根収畳を推定可能
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気象デ－’を用いた土篇~イプ別の.阪量予濁
士天日射量、日平均蝿量、 積耳障水量から唖量予濁式を伸成
褐色低地土、鳳ポク土｛下層土 河ー成増複物） 、鳳ポク土
目的変数ー 根収量（19剖～2004年）
雄明夜敏ー 全天日射量、日平均気温J設置算降水量・250)'
多湿鳳ポヲ土
目的費量生 祖収量（19釦～託制年）
民明変数：金天日射白 日平均気温‘.(J積算降水・－250)'
’”－融？月（SPAOX草丈｝と7月の樋生掴肢の圃蝿
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71! (SP.叫 〉〈草丈Jと10月の観置の周恒
置圃帰分析（優遇fr数 Sand哩刈唱DVI)
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｜衝墨画像刈彫されない胎の補実情報として対象地織の土寝タイプ川崎町月の段階で提供可能 ｜
’1aデー タを用いた曾・.l!単位での領思量予測
土蟻パラメ 夕ー、日射量、積耳銅温から収量予測式を作成
目的fr敏・楓収量（1回7～筑波年）
観明夜費量．土楓パラメー 夕、4月下旬から6月下旬の積算気温
6月の積算日射量、4月下旬から5月上旬の積算日射量
（瞳竃植畢）2003匁－2(湖毎時歯車繍団別的組担量を予潤
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．式から貸出した”憧領収－~実測・-1Uの”‘
｜衛星画像が織彫されない湯合の繍禿情報として対象地織の営鹿鍍聞耳胸根収量を7月の段階で鑓供可能 ｜ 
営.集団単位の得賞ランク耳1）マップの出力伊l
土問自・’it•· 衛星データからのアプロー£.
【鎗定である｛予測で憾ない｝】
71fの’....を使用しても．収畳関董デー タがないと絶対・£litめられない，-+1 0月
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a収量の予3・情’11.-1月の段階で鑓供→効寧的破•tt葡．般入計画の立.，こ1'9 ＜貧献
